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社会貢献活動第４章　社会貢献活動

４－1　環境保全活動

火山ࡂというと、皆さんはどのようなイメージ
を持たれているでしょうかʁɹྫえば、噴石（ਤ1）
をආけるためのୀආߺは人命をकるために重要です。
しかし、美しい景観やଟ様な動২物をҭむ火山にコ
ンクリートのߏ物をݶࡍなくઃஔすることは、
අ༻や環境อ全の観点から現実的ではありません。
それでは、火山を立ちೖりࢭېにすればよいでしょ
うか。それは、自然と人間との関をஅちること
をҙ味します。火山といかにき合うべきか。ࡂ
に面したࡍ、火山ࡂのスςークϗルダーとなる
地Ҭॅຽが自らଟ様なબࢶをߟえ、よりよいஅ
を下すためには、൴らの火山にରするਂい理ղがඞ
要です。

ຊֶͷऔΓΈ
本学は、白ࠜ火山を༴する܈അݝொに火山観ଌ所をઃஔして、ઐڭһが現地றࡏするܗでಉ火山の24時

間観ଌを30年以上にわたり行ってきました。このようにੵされたݧܦとࣝは、火山ରࡦ特別ાஔ法にͮجきઃஔさ
れた火山ࡂ会ٞٞڠ会などを通じて地ݩ自࣏ମにఏڙされ、行がҙ思ܾఆを下すࡍのखॿけとなっています。さ
らに、ڙࢠたちをରとした火山学शػ会をੵۃ的にఏڙしています。ڙࢠたちが成人し、地Ҭのスςークϗルダーと
なることを見ਾえれば、火山の美しさ、ෆ思ٞさ、そしてڪΖしさに৮れるػ会をえることがԿよりも重要です。

ՐֶࢁशΠϕϯτ
ྫえば、2019年には「火山と温ઘそして私たちの生

活」と題して、ொの温ઘスキー場において地
しました（ਤࢪՃするイベントを実ࢀ11�人がࢠのݩ
2）。本イベントは、温ઘ観光ڠ会主催事業に取りࠐ
んでいただいたものです。ࢀՃ者のଟくが小学ߍ学年
以下だったため、学生と૬ஊした݁Ռ、このイベントで
はクイζࣜܗを࠾༻しました。これにより、ࢠでߟえ
ながら学Ϳ༰とすることができました。ࢠମݧ行事
には、ڙࢠのきఴいでがࢀՃしてくることも重要で
す。すなわち、しい30ʵ40ࡀ前後の現役ੈ、現に
スςークϗルダーたるํʑの火山学शػ会にもなりま
す。コロナՒが一ஈམしたら、様ʑなػ会を活༻して本
活動をܧଓしていくつもりです。

火山流体研究センターHP：http://www.ksvo.titech.ac.jp/jpn/

ʮҬεςʔΫϗϧμʔͱͱʹֶͿՐࢁࡂʯ

理学Ӄ 火山ྲྀମڀݚηンλー
准教授　寺田 暁彦

図1　�2018年に発生した草津白根火山・本白根山噴火の際に降下する噴石
（草津温泉観光協会提供）

図2　�2019年6月30日実施の「火山と温泉そして私たちの生活」の様子
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東工大VG（学生ボランティアグループ）
https://www.facebook.com/TitechVG/

ະདྷυϥϑτ����
४άϥϯϓϦ#*(-0#&Λड͠·ͨ͠

特ఆඇӦར活動法人ワールυɾビジϣンɾジャパン主催
（ビッグローϒࣜג会ࣾࢍڠ）の「ະདྷυラϑト2021」で、
「ඳこうະདྷʂޓいを記（る）すަϊート」という東工
大7GのアイデΟアが、४グランプリ#*G-0#Eをडし
ました。
httpT���XXX.XoSlEWiTion.jp�chilESen�miSaiESaGt�

۠ࠇΤίɾνϟϨϯδݦজΛड͠·ͨ͠

毎年、本学で環境月間の時ظに合わせて開催している「環
境月間講演会」について、पลॅຽへの環境ܒ発活動に大
きくݙߩしているとして目黒区のΤコɾチャレンジ顕জを
डしました。

ʲ目黒区Τコɾチャレンジ顕জʳ
httpT���XXX.city.meHuSo.tokyo.jp�kuSaThi�Thi[en�monEai�ecochallenHe.html

ʮ౦େ7(ʢֶੜϘϥϯςΟΞάϧʔϓʣͷڥอશ׆ಈʯ
環境ɾࣾ会理工学Ӄ ɾ環境工学ܥ

学࢜՝ఔ3年ɹ松村 慶
ֶਗ਼׆ಈ

2021年度も新型コロナウイルス感染症֦大の影響がଓいたため、東工大7G（学生ボランςΟアグループ）はैདྷの
ようなର面でのボランςΟア活動をすることが難しい状況でした。

学生が大学にొߍすることが少なかったため、ߏのΰミはݮっていると༧され
ましたが、実ࡍにΰミがݮっているかどうかはূݕされていませんでした。そこで、
環境อ全活動の一環として、どういった場所にΰミがࣺてられているか、どういった
छྨのΰミがଟいか、その実ଶをௐべるため、ࢼ行的にߏਗ਼を行いました。

2022年3月、大岡山キャンパスのT",* 1-";"からαークル౩3にかけての大岡
山東地区ɾ地区の一ଳをาき回り、空き؈やビニール袋のΰミを集めました。
この活動からಘられた私たちのͮؾきは以下の通りです。
ɾ αークル౩のपりにଟくのΰミがあった。特にガラスยやビニールࡿなどの大きな

ものがあった。グラウンυのԞには運動部の物であΖう私物がଟ์ஔされていた。
ɾ 生֞のような、見えにくい場所やखのಧきにくい場所に、ଟくのϖットボトルや

空き؈がࣺてられていた。
ɾ えฉいているΰミശがあった時の状況とはҟなり、いくͿんΰミがݮっている

ҹがある。

ɾఏҊߟ
4%GTの目ඪ12では「つくるɹつかう」がᨳわれ、「持ଓՄなফඅ生ܗ࢈ଶを֬อする」という目ඪがఆめ

られています。目ඪ12をୡ成するためには、マイボトルやマイόックを持ちาき、ΰミとなりうるものをങわないとい
うような個人個人のࠣ細なྗڠもඞ要です。この行ҝはそもそもΰミを学に持ちࠐませないという点で、ߏ美化に
もつながります。

私たちのΰミにରする事者ҙࣝはرബだと思われます。ΰミはΰミശをհして୭かにॲ理してもらえるものだとい
うҙࣝが୭しもあるのではないかと思います。そのため、ΰミശのपりにΰミがࢄཚしていても、自がରԠすること

ではないというೝࣝが生まれ、ΰミശにΰミを押しこんだり、पりにࣺてたりする
という事Ҋが生じるのではないでしょうか。ΰミを生み出すのは私たち個人である
ため、事者がΰミをॲ理する、あるいはਗ਼されるํにॲ理していただくという
ҙࣝを持つことがΰミを出さないࣾ会にܨがっていくとߟえます。αークルや部活
によるΰミの์ஔやغがະだにଟくみられます。ΰミの์ஔやغを͙ために
は、ΰミ問題にରする自覚を学生に促すことが؊要です。グラウンυやαークル౩
をう立場として、美しい環境をอつྗをしଓけるためのରࡦを、私たちもߟえ、
ఏҊしていきたいと思います。

構内清掃に参加したVGメンバー

構内清掃の様子

集まったゴミの様子




